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代議員選挙規程

（規程の目的）

第１条 公益社団法人全国病院理学療法協会（以下、「この法人」という。）は、

定款第１１条、細則第５条による代議員を選出するため、この代議員選挙規程

を定める。

（選挙管理委員会の設置等）

第２条 この法人の代議員選挙を管理するため、定款細則第１４条に定める役

員改選管理委員会をもって、中央代議員選挙管理委員会（以下、中央選挙委

員会）という。）とする。

２ 中央選挙委員会は、定款第１１条第２項の代議員選挙を行うときは、当該

年の定時代議員総会の３か月前までに、改選すべき代議員の定数及び改選期

日を各地方会に通知しなければならない。

３ 各地方会での代議員選挙の実施に当たっては、各地方会に代議員選挙

管理委員会を置き、各地方会に属する正会員による代議員選挙を行う。

４ 地方会代議員選挙管理委員長は、第２項で規定する選挙を行うときは、中

央選挙委員会より通知された改選期日の６週間前までに、代議員改選公示及

び代議員（及び補欠者）の選挙を行う期日を地方会の正会員に通知しなけれ

ばならない。

５ 代議員選挙の被選挙権、選挙権者は、地方会代議員選挙管理委員会の代議

員改選公示日に在籍する地方会の正会員とする。

６ 代議員になろうとする当該地方会の正会員は、選挙期日の４週間前までに、

文書をもって地方会代議員選挙管理委員長に届け出なければならない。立候

補の届け出には、候補者の氏名、所属支部、立候補の抱負（200字以内）を記

載するものとする。

７ 地方会執行委員長は、代議員改選公示後の立候補受付期限までに、代議員

になろうとする者がいない場合、又は、候補者が地方会の代議員定数に満た

ない場合は、地方会の正会員の中から地方会代議員定数を満たすよう代議員

候補者及び補欠者を選定し、地方会代議員選挙管理委員会に推薦することが

できる。

８ 地方会代議員選挙管理委員長は、第４項で規定する選挙期日の２週間前ま

でに、投票用紙に代議員（及び補欠）候補者一覧を添え、地方会の正会員に

送付しなければならない。

９ 代議員の選挙は、郵便投票をもって行う。

１０ 前項の郵便投票は、正会員に投票用紙が届いたときから、選挙の期日ま

でに行い、選挙期日の消印は有効とする。

１１ 投票は、当該地方会定数の連記方式とする。

１２ 次の投票は無効とする。
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（１） 正規の投票用紙を用いないもの

（２） 定数を超えて記載したもの

（３） 所定の記載方法によらないもの

１３ 代議員の立候補者が当該地方会の定数内の場合は、全員当選とし、当該

地方会の投票は行わない。定数を上回るときは、立候補者の中から有効得票

数の多い順に定数の枠に達するまでの者を当選とする。また、落選者は、有

効投票の得票数の多い順に補欠の代議員とすることができる。

１４ 地方会代議員選挙管理委員長は、選出された代議員を、代議員選挙結果

報告書で、速やかに中央代議員選挙管理委員長に届けなければならない。

（変更）

第３条 この規程は、理事会の決議により変更することができる。

附則

１ この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法

人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関

する法律（以下、「整備法」という）第１０６条第１項に定める公益法人の設立

の登記の日から施行する。

付記

変更 平成２７年１０月１１日

＜代議員選挙結果報告書 別紙＞
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代議員選挙結果報告書

地方会名（ 地方会）

項 目 報 告 事 項

会員数

代議員定数

地方会正会員数 名

代議員定数 名

選出代議員及び

補欠者の氏名

１． 補欠１．

２． 補欠２．

３． 補欠３．

４． 補欠４．

５． 補欠５．

６. 補欠６.

平成 年 月 日

上記のとおり相違ありません。

地方会選挙管理委員長 印

（注）平成 年 月 日付、全病理発第○○○○号の指示に基づき、代議員選

挙を実施したので選挙結果報告書を提出します。

なお、代議員から補欠者に変更を生じた場合には、速やかに変更届を提出し

ます。


